
 
 

（瀬戸市）幡山中学校ブロック地域学校協働本部（幡山中・幡山東小・幡山西小） 

市
町
村
の
基
本
情
報 

学校数 小学校16 校、中学校7 校、特別支援学校2 校 

地域学校協
働活動推進
員等の配置
状況 

統括的な地域学校協働活動推進員 0 人 
地域学校協働活動推進員 48 人 
統括コーディネーター 1 人 
地域コーディネーター 0 人 

CS 及び地域
学校協働本
部設置状況 

CS を導入している学校数 小16 校 中7 校 

特別支援学校 2 校 
 

（活動の実際） 
推進員は各小学校に2 名配置され、そのうち１名が中学校の推進員を兼務

することで小中学校の連携・協働による活動を推進している。また、学校運
営協議会の委員ともなり、会の準備、運営、報告等の実務を担っている。 
<活動内容> 
・地域未来塾「はたさんち塾」 
（ねらい）生徒の学習習慣の定着とともに、地域住民や卒業生との交流を図る 
・図書室の見守り 
（ねらい）教職員の負担軽減、昼休み中の生徒の見守り 
・草刈り奉仕活動 
（ねらい）環境整備に伴う教職員の負担軽減、地域交流 
・山口地区ごみキャラバン地域美化活動への生徒の参加 
（幡山東小、幡山中） 
（ねらい）地域への貢献、ふるさとへの愛着の形成、地域住民の多世代交流 
・お抹茶体験   ・棒の手体験 
・環境整備活動  ・ウインターセミナー（昔の暮らしの体験） 
（◎成果と●課題） 
◎地域未来塾「はたさんち塾」…気軽に質問できる雰囲気のため、子供たちは学習だけでなく進路や進学に関

する相談もできた。このため、一人一人のニーズに応じたサポートを行うことができた。 
◎山口ごみキャラバン…小学生、中学生が地域と交流することで、子供たちにはふるさとへの愛着が形成さ

れ、また地域にとっても地域イベントの活性化につながった。 
◎草刈り奉仕活動…地域の方の協力をいただくことにより、広範囲の草刈りが可能になった。 
●図書室見守り…平日の午後に活動のため、継続的に参加できる人材の確保が難しい。 
（関係者の声） 
・昨年から活動に参加し、中学生同士が教えあう姿がとてもすばらしいと感じた。また、学生サポーターと

して一緒に学びあえる点も大変貴重だった。（はたさんち塾参加の大学生） 
・図書室を開けると同時に駆け込んでくる生徒たちを見ると元気をもらえた。定期的に学校を訪れ、顔見知

りの生徒が増えると幡中生をより身近に感じるようになった。（図書室見守りボランティア参加者） 
・子供と参加するという形であったため、参加しやすかった。参加者の方々とごみを拾いながらふれあうこ

とでいろいろなことに気づかされた。（山口地区ごみキャラバン参加保護者） 
・安全の確保を徹底して生徒も地域の方や保護者と一緒に活動してほしい。(草刈り奉仕活動参加保護者) 

 
 

 

＜草刈り奉仕活動＞   ＜山口ごみキャラバン＞ 

＜地域未来塾「はたさんち塾」＞ 


